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県交通安全年間スローガン シエアの部  佳作

歩行者優先意識の徹底とサイン7サンクス運動の推進

高齢者の交通事故防止

自転車・特定小型原動機付自転車等の

交通ルール遵守の徹底とヘルメット着用促進

飲酒運転の根絶
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子ども安全の日 毎月1日
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(2)第 フア号

■人身事故のうち、交差点及びその付近での発生が

半数以上を占めます。

事故類型別では、追突、出会い頭、右左折時の事

故が多数を占めます。

わかやまけん交通安全協会だより 令和6年 (2024年 )夏季号

この交差点で事故が多発しています !気を付けてください !

※事故件数は人身事故と物件事故の合計となっています。

県民の皆様には、平素から交通安全活動に格段の御理

解と御協力をいただいておりますことに、厚く御礼中し

上げます。

さて、昨年 (令 5年)の県内の人身交通事故は、発生

件数 1,355件、死者数 31人、傷者数 1.588人 と一昨年

(令 4年)と比較して発生件数と傷者数は減少したもの

の、死者数は大きく増加する結果となりました。

本年 (令 6年 )4月 末現在は、発生件数 393件 、傷

者数 453人 と昨年より僅かに減少していますが、死者

数は 8人と増加していますcま た、交通事故の特徴とし

て、死者の約 6割を高齢者が占めているほか、中・高校

生が関係する事故や自転車の事故が増加していることな

どが挙げられますc

このような情勢の ド、安全で安心な交通社会を実現す

るため、皆様には、特に、「歩行者の安全」と「白転車

の安全」に御協力をお願いしますc

先ずは「歩行者の安全」についてですЭ例年、 JAF
(日本自動車連盟)が全国で調査している「信号機のな

い横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合に車が停止

する割合」は、昨年本県は 301%と、調査が始まった

平成 30年以降、年々 L昇 しており、歩行者保護意識は

徐々に浸透してきていることが窺えますこしかし、全国

平均 (451%)を大きく下回っており、他府県との意識

の差はまだまだ大きいと感じています。

警察では、令和 4年から県と連携して「サイン+サン

クス (歩行者が横断歩道を渡る際に手を |―げる等して合

図を行い、停止したドライバーに会釈等で感謝を伝える)

運動」を県内の小学校を中心に展開し、歩行者保護意識

の向上を図っています。この運動は、小学生が将来 ドラ

イバーの立場となったときに、歩行者保護を始めとした

安全運転の意識を持ち続けていることを期待する長期的

視点に立ったものであり、今後も継続して |(]進 していき

たいと考えています。

次に「自転車の安全」についてです。自転車は、老若

男女誰でも利用できる便利な乗り物でありますcその一

方で、自転車利用者の安全不確認や信号無視などの交通

違反が事故に繋がっている現状があります。また、昨年

4月 から全ての白転
「―
|[利用者に対し、ヘルメットの着用

が努力義務となっていますc警察では、ヘルメ ッヽトの若

用とあわせて、自転車利用者にルールを守ることを呼び

かけることはもちろんのこと、悪質 。危険な運転者に対

しては厳正に取 り締まっていきたいと考えています 3

しかしながら、我々の力だけでは限界があります=特
に、交通安全意識の醸成に関しては、県民の皆様の御協

力をいただきながら、取り組んでまいりたいと考えてい

ます。

引き続き、交通事故「 0」 の安全で安心な交通社会の

実現という大きな目標に向かって進んでいきたいと考え

ていますので、皆様におかれましても、御理解と御協力

をお願いいたします。

~｀ ~｀ ~ヽ
ヽ __ 件数 死者数 傷者数

全事故 1,355 31 1,588

交差点・付近 738 18 847

比率 (%) 54.5 581 53.3

ワースト
順位
全事故件数 交差点名 主路線

人身事故
(内件数)

1位 29件
花山西 国道24号 和歌山市 4件

西汀丁 国道24号 和歌山市 11牛

3位 28件
備前 国道24号 岩出市 2件

築地・築地西 国道42号 海南市 2件

5位 26件 田中町 県道和歌山野上線 和歌山市 2件

6位 24件 和歌山IC南□ 国道24号 和歌山市 2件

7位 22件 紀三井寺 国道42号 和歌山市 0件

8位 21件

県庁前 国道24号 和歌山市 3件

大 谷 県道粉河加太線 不□歌山市 2件

吉 田 市道 不□歌山市 1件

三木町 県道和歌山停車場線 和歌山市 1件

―

追突 出会い頭 右左折時

発生件数 404 308 168

比率 (%) 298 227 124

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作 右 左  渡 つて る とき も  気 を付 け よ う    近畿交通安全デー 毎月15日

安全で安心な交通社会にかける想い
和歌曲県警察本部 交通部長
|1津 田 陽 三

■
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令和 5年 和歌山県下 資料～県讐ホ‐ムページから～

ワ■ストランキング

市町村
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SDカードは、無事故・無違反証明書または

運転記録証明書 (1通670円 )の申請者で、

1年以上事故・違反等の記録のない方に

発行しています。
SDワンタくん

未だに後を絶

飲酒運転は、

たない飲酒運転l

悪質な犯罪です
1・

県交通安全年間ス回―ガン 中学生・高校生の部 佳作

信号機のない横断歩道における

車の一時停止率

2023年全国調査 (JAF調べ)
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自動車安全運転センター和歌山県事務所
〒640‐8313 和歌山市西 1番地 交通センター内
(073)472-4433 URL:httpst//www.jsdc.or.jp/

横断者や横断しよ,||ている人がいれば、
横断歩道の直前で‐時停止し、
歩行者を横断させましょう !

大人も子供も手をあげて前後左右の

安全確認をして横断歩道をわたりましょう:

全国平均

45.1

「しない」「させない」「許さない」
を含い言葉に飲酒運転を根絶しましよう:

「飲んだら乗らない。乗る人には飲ませない。

飲む人には車を買さない。」の徹底を !
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夏季期間中に年間の約

海・川

(公財)春□歌山県水上安全協会

見 た 目 よ り 命 が 大 事  ヘ ル メ ッ ト   交通事故ゼロの日 毎月25日



(4)第 フフ号 わかやまけん交通安全協会だより 令不□6年 (2024年 )夏季号

会事業の主旨・目的に沿った事業を展開する協力団体等
の事業推進に必要な財源の一部を補助する。

イ 地域における交通安全活動のリーダーとして公安委員会から
委嘱を受け活動している「地域交通安全活動推進委員」に対し
て、道路交通法に基づく「交通安全活動推進センター」の指定
を受けた機関として、必要な技能と矢□識の習得を図るための講
習・研修、連絡・調整を行うなど、委員の任務遂行を支援する。

4 受託事業

ア 運転免許証更新時講習事業  イ 1亭止処分者議習事業
ウ 違反者講習事業

幼児・児童に対する交通安全教室や自転車教室の開催
バッテリーカー、マスコット「ちゅういくん」の着ぐるみ等
を活用し、楽しく交通ルールを学べる施設として事業を推進

5 物品販売事業

6 手数料収納事業
交通センター、田辺運転免許センター、言̀Ξ運三三角許セン
ターヘのレジスター設置による現金、フレジン 刀ヽ―ド、
電子マスー及び QRコ ードによる手数料の |́スト1≡ Iを 'Iう

フ 自動車学校運営事業
公安委員会の指定を受けた

★ 和歌山県目動車学校   ★ ツト浜≡重′:三子項
★ 律]坊自動車学校     ★ 那智勝,≡≡肇三薮百所
を運営し、初心運転者等に対する教習・モ導■

二
.、 天運

安全意識の高いドライバーの育成を図るこ

また、公安委員会から運転免言午取得者等訂台 書「 =老講
習等同等課程)の認定を受け、実才支講習等そ「 _lI=二 こ|十
う身体機能の変化を自常してもらうなど、 1■

′
:｀ :≡量三Ll‐ 津

した講習を行う .

8 共益事業

ア 会員優待店制度
ウ 入院見舞金事業

イ 運転免許証ケースの贈呈

(―財)和歌山県交通安全協会は、県内の交通情勢を踏まえ、県警察、関係機関・団体と協力して、安全で安心な
交通社会の実現のため、県民の皆様に役立ち・貢献する交通安全事業を積極的に行います。

1 交通安全啓発事業

ア 交通安全運動期間中における広報啓発
●春の全国交通安全運動   (4月 6日～ 4月 15日 )
●わかやま夏の交通安全運動 (7月 11日～ 7月 20日 )
●秋の全国交通安全運動   (9月 21日 ～ 9月 30日 )
●わかやま冬の交通安全運動 (12月 1日～ 12月 10日 )
イ 効果的な広報啓発
●テレビ・ラジオ・新聞・ポスター・チラシ・交通情報板・

SNS等による広報
●広報車を活用した広報啓発

●体験型教育施設としての交通安全体験ギャラリーの積

極的な活用

ウ ドライバーに対するマナーアップ対策の推進
工 自転車利用者に対するマナーアップ対策の推進

ア 県表彰 保 警察本部長・交通安全協会長名)の実施
イ 支部表彰 讐 察署長・支部長名)の実施
ウ 近畿交通安全協議会表彰 (近畿管区警察局長・協議会長名)の伝達
工 全国表彰 (緑十字金、銀、銅章)式への出席及び伝達

ア 広報誌 「交通わかやま」の発行
協会の活動、交通情報、事業内容等を掲載

四季 (新年・春季・夏季・秋季)ごとに発行、県下全域|こ配布 (回覧)
イ 協会ホームページによる啓発
タイムリーな情報の発信

交通安全教材等の短期貸出しの案内

ウ フェイスブック等を活用し、SNSでの情報発信を行う

2 交通安全教育事業

ア 原動機付自転車等二輪安全運転教室の開催
イ グッドライダーミーティングの開催
ウ 「ドライバーズセミナー (シニアコース)」 の開催

ア 自転車安全教育事業
イ 交通安全目転車大会の開催

ア こどもを対象とした交通安全教室
イ 生徒を対象とした交通安全教室
ウ 高齢者を対象とした交通安全教室
工 交通安全体験ギャラリーを活用した交通安全教室

行政、民間、関係団体等が行う交通安全教育・研修等の

支援のため教育用 D∨ D等の短期貸出し

3 交通安全対策事業

ア こども安全対策  イ 高齢者安全対策

ア 協会事業をより広域的、効果的に行つていくため、協

交通安室助労番・優農運転書等蒙彰式

渾胚

交通安全功労者 。優良運転者等表彰式 自転車安全教育指導員認定講習会 交通安全こども自転車和歌山県大会

県交通安全年間スローガン ー般の部 佳作 飲酒運転見て見ぬふりも共犯者 子ども安全の日 毎月1日

令和 6年度 交通安全事業のあらまし

2)

(1)県証紙販売事業
(2)写真・物品販売事業

ア 委員会組織の効果的運営と活動の活性化
イ 正 (副)安全運転管理者講習への講師派遣
ウ 安全運転コンテストの開催

3

[二



令和6年 (2024年 )夏季号

優良運転者・

交通安全功労者

の表彰

交通関係団体の

活動支援

わかやまけん交通安全協会だより

新入学児童に

「黄色いランドセルカバー」

の提供

サイン+サンクス運動

推進校に

「携帯用横断旗」の提供

交通安全資機材の

提供 。貸出し

交通安全に関する

広報啓発活動

`響ぐ′

チャイルドシートの

貸出し

交通安全教育

広報誌
「交通わかやま」の

男

`イ

予    etc.

に入会していただいた方に 回甜 ロ
交付しています。      奢li曇登:事

■■幕|■,F」「誌

====柔
島
「
暑lE

:―ムページをご覧ください >百言:を彗琴[

交通安全

こども自転車大会の

開催

科  目 令和 6年度

財 産 運 用 収 入

物 品 販 売 収 入 109

各種

会員証贅領収丼       会員優待は、協賛店で会員証と運転免許証

を見せるだけ |!

・‐1  日本 花子    会員証は、運転免許更新時等
レジャー施設、自動車販売・整備事業所、

飲食店、ホテル・宿泊施設等の協賛店で

割引等のサービスを受けることができます。 協資店のご案内は、当協会ホ

会員の皆様が、万が一交通事故により傷害を負われ、20日以上継続して入院

治療を受けた場合に、当協会が入院見舞金 (3万円)をお支払いする制度ですの

※お支払いには条件がございます。詳しくは、交通安全協会総務課 (073-473-1710)又は県内の各支部でお尋ねください。

交通安全啓発事業   25,379

交通安全教育事業 1   3,887

249,659 交通安全対策事業 1   9,657

受 言モ 事 業 1 350,566

ヘルメット、―時停止、

ルールを守つて、安全に′

自転車乗用中の

ヘルメット着用

状況別の致死率

科

(単位 :千円)

開:面葺司

会  費  収  入

受 言毛 料 ‖又 入

学 校 Ц又 入 1 562,077
手 数 料 収 入 1 22,274

0

――」

物 品 販 売 事 業

手数料収納事業

506 学 校 事 業

450

1,146

489,275

費

計 1,185,984

795 (平成 30年 ～令和 4年合計 )

070」鱚L料用イ吏 入

入

一
入

又

一
又

川

一

１嘘一罐
補

一寄

繰 入 金 収 入 1 184,107

共 益 事 業 1 14,866
管   理1  費 1  63,512

積  立  金 1  42,794
繰  出  金 1 184」 07

050

0.40

雑  収  入
当 期 収 入 計

8,043

1,185,984

目i期繰越収支差額 1  423,982 当 期 収 支 差 額

出

備

支期

予

一当

0 020

040
0

423,982収  入 合  言+11,609,966

県交通安全年間スローガン シエアの部 佳作

第 フア号 (5)
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12,334

114,419

積立金取崩収入 32,006

次期繰越収支差額

運転免許証軍新(取得)時に交通安全協会にご入金いただいた
_‐ ‐11,

‐ ■■|■| ‐
‐ ‐‐_■・__■ |■_■■|‐ ・■‐・ ‐  _   ‐

会員優待店制度

入会●そしヽただくと11下記の特集がございきす:
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令和6年度 予算総括表 (事業別)

収入の部

翔
珈
・

L

着 用  非着用

交通マナー 高めて築く 和歌山の道   近畿交通安全デー毎月15日



(6)第 フア号 わかやまけん交通安全協会だより 令和6年 (2024年 )夏季号

地域交通安全活動推進委員の皆さんを紹介します!!
公安委員会から委嘱を受け、地域における交通安全モラルの向上と安全確保のため、

リーダーとして活躍していただいている方々を紹介します。    徹称田各)令不□6.4現在
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第■種
TSマーク

(青マーク)

TSマークの種類

と

付帯保険の

補償内容  傷害補償
○死亡。重度後遺障害(1～ 7級) ○死亡・重度後遺障害(1～ 7級)
(限度額)1,000万 円    (限 度詢 1億円

な し      〇入院 15日以上 (―律)10万 円

○入院15日以上(-05万円
○死亡・重度後還障害(1～ 4級 )

(―律)50万円
○死亡・障害 (全ての人身事故)
※示談交渉サービス付き

(限度詢 1億円

賠償責任補償により対応

0
|| |

第二種

TSマーク

(赤マーク) ∴―
'〔

~~|「~¬
 |~~l

●1¬ 1 1・ 1 」
~l I

t.||)| ・ |̈|.ヽ l tl

|イ ‐ ■ 裔

('・・
'',第三種

TSマーク

(緑マーク)

賠償責任

補償

被害者見舞金

○入院 15日以上 (―律)1万円
○死亡。重度後遺障害(1～ 4級 )

(―律)30万 円

○入院 15日以上 (―律)10万 円
○死亡。重度後遺障害(1～ 4級 )

(―律)100万円

「自転車安全整備店」によつて取扱つている
TSマークの種類が違います。詳しくは整備店にお尋ねください。

▲

このマークが目印ですノ

県交通安全年間スローガン 小学生以下の部 佳作   ヘ ル メ ッ ト 頭 を 守 る よ  か ぶ つ て ね    交通事故ゼロの日 毎月25日

御坊地区 白浜地区橋本地区 岩出地区 和歌山西地区 海南地区

かつらぎ地区 . _■■和歌山東地区

起己子

●:■
=}|・
=111■

, ・    ・

和歌山北地区

点震富備舞みの習燿層爾薦副割勘ぼするア57-ク ノ



令和6年 (2024年)夏季号

交通安全『賞色いランドセルカバー」贈塁式
・ r 和歌山県交通安全協会 和歌山県教育委員会

が多 岡山幼稚園の皆さん ∞
｀
さ)

わかやまけん交通安全協会だより

ランドセルカバープレゼント

第 アア号 (7)

X攣 ヽいでヒう

交通安全協会は、今春入学した県内の新 1年生を

交通事故から守るため、子どもたちの親しめるパンダ

の絵を入れた黄色いランドセルカバー (6,900枚 )を
和歌山県教育委員会を通じてプレゼントしました。

ドライバーの皆さん !

この黄色いランドセルの 1年生を見かけたら、

より優しりも運転をお願いし議す。

)籠ロロ疇姿目遅理勤調藁電含 7日 L8078‐422‐2466

ф

・，鶉
》

じ

＼

＼

4月 6日から春の全国交通安全運動が始まり、15日

までの 10日間、各地で広報活動を行い、交通事故防止

を呼びかけました。

和歌山市では県庁前の広場で交通安全ボランティア

やこの春から小学校に入学する新 1年生の子どもたち

などが参加して行われました。
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(8)第 フア号

安全運転コンテスト表彰式

橋本支部

買い物客に交通安全を呼びかけ

和歌山東支部

交通安全を呼びかけ

海南支部

外国籍の方への自転車教室

田辺支部

わかやまけん交通安全協会だより

安 全

安全運転コンテスト表彰式

かつらぎ支部

交通ルール守つてね♪

和歌山西支部

広報車で交通安全啓発

有田湯浅支部

園児に交通安全を呼びかけ

白浜支部

令和6年 (2024年 )夏季号

女性教育班による交通安全教室

岩出支部

早朝の街頭啓発

和歌山北支部

安全運転コンテス ト表彰式

■

ランドセルカバー贈呈式

御坊支部

交通安全お願いしますl

新富支部

ホームページ
http://WWWEWtSa● jp/

和
9り嘱,評霧IR会
ちゅういくん

躍

●

年七

in県立和歌山交通公園

6月 9日 レ7月 7日まで

県交通安全年間ス回―ガン ー般の部 佳作 あ お つ て も  近 く な る の は  i危険 だ け   近畿交通安全デー 毎月15日

交通事故を減らすため交通安全協会は幅広い活動をしています。
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